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今年度の研究主題は＇ f豊かな『社会生活』を創造する幼小中一貫教育の追究」学び続ける子どもの

青成へ一人一人が問いをもち追求する姿を目指して～」である。

まず「学び続ける」とし、うことから考えてみるJ 人間jは常に環境に学びながら生きでいる。そう考え

れば，子どもが学び続けないことはあり得ない。子どもは皆常に学んでいる。日々それぞれに様々なこ

とから意識的にあるいは無意識的に学んでいる。そして先に述パたように，い〈つになっても人間は学

び続けるものである p

さらに，学び続ける理想的姿は誰かに強制されるものではなく，自らの意思マそうすることである。

そのように考えると「学び続ける子どもの育成」のために‘教師やまわりの大人は何ができるのであろ

うか。第一に需に教師やまわりの大人が。子どもを見守り，認め，励ましているととをヲ常に子どもが

感じられるようにすることが重要ではなかろうか。教師やまわりの大人がそのような母港的存在になる

ことで句子どもは安心してより速く交で胃険に出かlナては無事帰ってきて‘また冒険に出てラ学びを繰

り返すことができる l）。冒険ということがすぐれた学びのあり方である。冒険は強制されるとラ自ら学

ひ

さて，学び続けると一仁！に言つてもラわるいことも含めて様々な内容を学び続けているものである。

学校教育としてはヲ教科ごとに学び続けてほしい内容がある。それを子どもが学び続けるようになるに

はどのよう lとすればよνのであろうか。それには教師やまわりの大人がその内容を学び続けている姿を

見せることが重要なのではなかろうか。学び続けることを楽しんでいる姿や熱中している姿を見れば，

子どももその内容を学ぶことを真似するよラになる。人聞は本来そのような欲求を持ってし＼る。しかし，

欲求の対象は自然に内側から発生するというより模倣されると言った方が正しい。つまり教師やまわり

の大人が「学び続けようJと言わなぐても，そのような姿を見せることで． 子どもはその欲求を強く感

じ取る。子どもは子どもであるとと，つまり未完成であることを自覚している。それだけに他人，特に

教師やまわりむ大人の欲求対象が子どもを方向づけよう。

教師Jやまわりの大人が学び続けている対象を，子どもは最初から理解できるわりではない。そうであ

れば教育は必要ない。最初弓子どもには学び続けている外見合Jな姿しか見えないハでも徐々に学び続け

ている対象の内容が少しず、つわかってくる。そして，それが学び続けるに値する不思議で魅力的なこと

であることに子どもが気づけばヲもう教育目的の大部分は達成したと言ってもいいくらいである。

図画工作・美術科に関して言えば，教師が実に楽しそうに制作作業をしている嬰を見せるヲあるいは

作品の魅力を話して聞かせる。社会や単校が子どもに学ぶべき内容としているからではなく，教師個人

がどうしようもなく楽しレ。から，その内容を子ともも学ぶと感じさせたいわ

すぐれた美術教育の実践者の事例を挙げる。ある教師は実に楽しそうに導入時の説明をする。子ども

はそんなに楽しいのならラゃうてみたいという気持ちになる。またヲある教師は子どもが授業で制作中

に一緒に制作をするの子どもにさせている教材だからと言って手を抜くことはない。教師の制作。：1質の

高さを見ることで子どもの欲求はモの高さを目指すようになる。またある教師はq 鑑賞の授業で鑑賞対

象の作品に魂を奪われたような姿を昆せるコ演技ではなく本当にそうなのであるう。エどもは土色信半疑

ながらヲ先生がそんなになるような作品マあるのなら自分たちにもそのように感じられるかもしれない

と思って作品を見る。

これとは逆に教師J、？まわりの大人が欲＝~;7 しな］， 'I と、子ど、もも欲求しなくなるおそれがある。大人カミ美

術や芸前はつまらなl，、 学ぶ？田植がないと考えでい3と，直接言葉にし点くても9 そのよう

囲気はすご、子どもにJ落i じ取られてしま合 υ ヂれゆえ笥 1也教科の話~可｝も合めてまたりのノ大人が美術や芸術
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らノヲ ての教科内容に闘して言える して 世の「：1は学び続けるに値ずる不思議で魅力的

にi荷ちてしiる。

i丈重工 島；：央大学教育学部 七三fr:q :)':'t-=r二1
[IIム t s ノ

1 l 11問樹 rぼ〈の住まい論』新潟H文庫，平成2ヶ年， 19241@ 

一→ ]14-




